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神奈川県生まれ
慶應義塾大学看護短期大学
卒業/慶応大学病院入職　
「ママの遊び場＆学びの間
まままま」を開設運営　
生活クラブ南さがみはら
コモンズ運営委員
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２
０
２
３
年
が
明
け
ま
し
た
。平
和
を
希
求
し
た

21
世
紀
が
、
紛
争
・
侵
略
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
襲
わ

れ
て
い
ま
す
。食
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
、私
た
ち
は「
平
和
」を
意
識
し
、し
っ
か
り
向

き
合
う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
国
は
反
撃
能
力
の
保
有
を
明
記

し
た
外
交
・
防
衛
政
策
の
基
本
方
針
「
国
家
安
全
保

障
戦
略
」な
ど
安
保
関
連
3
文
書
を
閣
議
決
定
し
、
敵

基
地
攻
撃
能
力
保
有
が
議
論
な
き
ま
ま
含
ま
れ
て
い

ま
す
。憲
法
解
釈
を
大
き
く
逸
脱
す
る
非
民
主
的
な

や
り
方
や
議
論
を
怠
っ
て
し
ま
え
ば
、
大
き
な
過
ち

を
繰
り
返
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

40
年
前
、
第
１
号
の
代
理
人
と
な
っ
た
寺
田
悦
子

さ
ん
は
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
反
核
デ
モ
に
参
加
し
、多

く
の
市
民
の
声
が
社
会
を
変
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
驚

き
、
そ
の
可
能
性
を
信
じ
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
決
意
し
ま

し
た
。そ
れ
か
ら
私
た
ち
は
、
生
活
の
現
場
に
あ
る
課

題
を
政
治
課
題
と
し
、
多
く
の
市
民
と
と
も
に
市
民

事
業
を
立
ち
上
げ
、女
性
の
雇
用
、役
割
分
担
な
ど
を

問
題
提
起
し
、
だ
れ
も
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
な
い
平

和
な
地
域
社
会
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。そ
れ
は
、
市

民
民
主
主
義
の
実
践
で
あ
り
、
根
幹
に
あ
る
参
加
と

責
任
を
一
人
ひ
と
り
が
果
た
し
て
き
た
も
の
で
す
。

　

自
己
責
任
論
で
は
な
く
、
地
域
社
会
が
包
摂
し
あ

い
、
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
す
。こ

れ
ま
で
多
く
の
市
民
と
と
も
に
進
め
て
き
た
実
践

が
、
持
続
可
能
で
夢
や
希
望
の
持
て
る
社
会
に
繋

が
っ
て
い
く
と
信
じ
ま
す
。介
護
や
子
育
て
の
現
場
、

障
害
や
外
国
に
繋
が
り
の
あ
る
市
民
と
共
に
生
き
る

現
場
な
ど
、
地
域
の
な
か
で
様
々
な
資
源
を
循
環
さ

せ
る
社
会
を
も
っ
と
も
っ
と
広
げ
る
こ
と
は
、
未
来

へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
、
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。生

活
者
の
政
治
を
す
す
め
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
を

ひ
ろ
げ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。平
和
が
基
盤
に
あ
り
、
だ

れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
は
政
治
そ

の
も
の
で
す
。地
域
の
実
践
が
大
き
な
平
和
へ
と
繋

が
る
社
会
を
め
ざ
し
て
、
市
民
と
と
も
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
す
。
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地域からつくる未来地域からつくる未来

横浜市会

新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ

女性のアンペイドワーク
に頼る部分が未だに多
い子育てと介護。介護保
険の改悪は今回先送りさ
れましたが、必要な人に
必要なサービスが届くよ
うこれからも声をあげ続

けます。働いていてもいなくても利用できる「みんな
の保育園」実現のため、利用者のニーズと持続的
な運営ができるしくみをつくり、選べる社会にして
いきます。地域の声で制度をつくり、変えることをみ
なさんと一緒に実践していきます。

コロナ禍、加速する
少子高齢社会・気
候危機と、社会は
大転換を迫られて
います。次の時代に
何を残し、どんな未
来を描くのか、私た

ちは問われ続けています。今こそ、市民社
会の実践に学び、多様な価値を生かす政
治が求められています。私は、子育て・介
護など、命を支える仕事を社会の仕事と
して「福祉」を真ん中に据えた循環型経
済をすすめます。

安心して子育てできる、
住み暮らし続けられるま
ちでありたい。暮らしに
密着した福祉政策と、大
きく社会を変える気候危
機を含む環境政策を重点
に捉え、経済活性につな

げます。私は、あらためて、「自分たちのことは自分
たちで決める」という地方自治の原則を、大ぜいの
市民と確認し参加型のまちづくりを進めます。

川崎市宮前区は､
2025 年には市内
で高齢者数がトッ
プの 58700 人と
予測されています。
介護保険と高齢者
福祉の政策制度は

地域に合わせて作り出していく必要があ
ります。安心して暮らし続けるためにも、
市民や事業者の皆さんの課題を共有し
提案を続けます。また、県内市内の自給
率向上や災害対策としてソーラーシェア
リングを都市内農地で実現します。

長引くコロナ禍、人とのつ
ながりが薄れ、孤立や分
断が進んでいます。子育て
や介護の孤立化を防ぎ、
助けてと言える地域にし
ていきます。ストレスを抱
えた子どもたちに学校だ

けではない学びの場や居場所が必要です。困難を抱
える若者・女性に寄り添った支援を充実させます。
年をとっても障害があっても、だれもが安心して住み
慣れた地域で、笑顔で暮らし続けられるまちづくり
を、地域で共に進めていきます。
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ー ２０２３年 地域からスタート ー
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ひ
ろ
げ
る

市
民
民
主
主
義
を
ひ
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げ
る


